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[ 講師のお話し（要旨抜粋）][ 講師のお話し（要旨抜粋）]
◎熱帯雨林とは？
　　北回帰線と南回帰船の間に発達している森林のこと。アフリカ、ブラジルアマゾン、東南アジアにひろがる森林
　　を３大熱帯雨林という。
　　人類発祥の地。人類が誕生したのはアフリカの熱帯林。人類が誕生して５００万年のうちの４９９万年は狩猟採
　　集民として、我々は生きてきた。（農業が始まったのは１万年ぐらい前と言われている）
　　森が豊かな場所では、5２ヘクタールの調査プロットのなかに１２００種以上の樹種が見つかる。
　　生物多様性のホットスポットと呼ばれるが、この 15 年で急激に減少している。

◎マレーシアという国と熱帯雨林
　　熱帯雨林の中には沈香など貴重な森の産物があるが、密猟者が入りこんで根こそぎ採っていくため、ますます採
　　れなくなっている。
　　熱帯雨林の一部（全体の５％ほど）を保護し、観光資源としている。
　　木が売れる。森の中に重機を入れてどんどん木を切り倒し、切った木を輸出する。
　　違法（森が再生不可）な方法で伐採した木でも日本なら買ってくれる。欧米はダメなので輸出する木の６０％は
　　日本向け。
　　権力のある位置にいると、木材の輸出がらみで日本企業からの袖の下をもらえることがある。
　　森を切り倒した跡にはパームヤシを植える。パーム油は安く生産できるため、作っても作っても売れる。
　　熱帯の森林の風景が、車で何時間走っても走ってもパームヤシのプランテーション一色・・という景色に取って
　　替わりつつある。
　　森は焼き払うのが重機も不要で手っ取り早いが、そこからの飛び火で大森林火災が頻繁に起こって熱帯雨林が焼
　　失し、大気が煙で汚染される。
　　土地を売りたい人と森を守りたい人がいて村の中が分裂し人間関係が壊れている。

◎日本の国と熱帯雨林
　　聖徳太子の時代から、熱帯雨林の奥で採れる沈香（正倉院にある国宝の蘭奢待もその一つ）を中国（香港）を通
　　して輸入し、薬として、また香道という芸事に昇華して大切に使ってきた。現在も一片の価値は金の 10 倍。
　　日本で使われる合板（コンクリートの型枠やフローリング）の半分はマレーシアからの輸入。
　　パーム油を、ポテトチップスにアイスクリーム、揚げ油にコンビニのおにぎり、石鹸、洗剤とあらゆるものに使う。
　　特にパーム油を使った石鹸や洗剤は、「環境にやさしい」エコ商品として推奨されている。

◎プナンの人（マレーシアサワラク州の熱帯雨林で暮らす人たち）と熱帯雨林
　　豊かな森があればお金がなくても暮らせる。森の木で吹き矢を作り、生き物を狩り、サゴヤシからデンプンを集め、
　　果物を食べ、籐でかごを編み、樹脂を蝋燭がわりにし、沈香を採取して必要な物と交換をする。
　　森はプナンの人たちにとってのスーパーマーケット。森が潰れてしまわないように、森が痛まない程度に必要な
　　物を採ってくる。沈香も立ち木を残して必要な部分だけ採ってくるため、年月がたつとまた採取できる。
　　森の伐採に命がけで抵抗し、プランテーション会社の人に撃たれて亡くなる人もいる。
　　命がけで守った森を平和の森として宣言し、人と森の調和のとれた開発を目指そうとしている。

◎日本の人と熱帯雨林
　　マレーシアから輸入された木材はコンクリートの型枠や合板となって私たちの生活の中にあるが、熱帯雨林の破
　　壊に加担していると感じる人は・・ほとんどいない。
　　「植物性油脂」と表記されているものはほとんどがパーム油。私たちの体の中には既に十分パームヤシのプランテー
　　ションが入りこんでいるが、そのことに気が付く人は・・ほとんどいない。
　　海外から安い材木が大量に入ることで日本の林業が衰退し、山が荒れ、生物の多様性が失われ、災害が起こる。「安
　　い木材は本当に安いのだろうか？」と疑問に思う人は・・ほとんどいない。
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[ 講師からの提案（要旨抜粋）][ 講師からの提案（要旨抜粋）]
◎たべよう、ふれよう、えらぼう、つたえよう、まもろう
　　環境省の子ども向けのパンフレットのキャッチフレーズだが、これにつきると思う。
◎体験から学ぶ
　　毎年信州大学の学生を現地に連れてき、伐採木の搬出とかプランテーションの見学などをする。現地の学生と
　　も行ったり来たりの交流をする。ある時、当時の１年生が３年になった時、日本の林業も見てみなくてはと言
　　い出し、三重県の速水林業というところにいってきた。さらには国会議員にアプローチしてサラワクでこんな
　　様子を見てきた、こんな違法の状態で輸入されているということを訴えた。その結果かどうか、合法的な伐採
　　による材木の輸入を促進しようという法律がこの５月に国会を通った。（違法伐採木の輸入禁止ではない）
　　パーム油のことでも学生は学ぶとどんどん電話をする。一旦気がつくと、学生はフットワーク軽く行動する。
　　現地も少しづつ風向きが変わってきて、熱帯雨林の奥地の狩猟民族と政府でバラム川奥地の熱帯雨林を協働で
　　管理しようという開発の方法に目が向き始めている。スイスのＮＧＯや私たちや、現地に外の人が入っている
　　のも多少は関係していると思う。
◎五感を研ぎすまして心を開く
　　目、耳、鼻、口、皮膚を用いて情報を収集し、五感と直感を総合的に活用して判断する力を育てる。
　　協力していく、一緒に行動することで心を開く経験を重ねる。

知らないうちに熱帯雨林の破壊に加担しているが、私たちはそのことに気がつかない。
熱帯雨林の破壊と日本の森の荒廃、熱帯雨林と日本の生物多様性はつながっているが、私たちはそれに気がつかない。
物があるとそこに充足してしまって外への関心が無くなり、逆に心はせまくなる。
同じもの、揃ったものを求める心が多様性を破壊する。
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若いうちから多様な物との関わりをもち、外への関心を育てる。
匂いを嗅ぐ、音を聞く、触ってみる。五感を使って感じる経験を豊かにする。五感を使って自分で判断する力を育てる。
「聞く」。集中して心を傾けることによって得られる情報や開く世界があることを体験する。

　関わる、関心を持つということが大事なのではないか
　兵庫県の西宮市は環境学習都市宣言というのを出していて、アジアの子どもたちを招待して交流をしている。そうい
　うノウハウを持った自治体もある。
　松本市周辺には山も川もある。現地まで行かなくても身の回りの自然の中で、五感を使い、心を開く体験をするプロ
　グラムはできそう。
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次回（９月27日）のテーマは｢松枯れ問題」です。日本の森林はどうなっているのでしょうか？

熱帯雨林の違法伐採や合板の問題がいまだに続いているとは思わなかった。最近ではニュースにならない。
この 20 年のあいだ問題は少しも変わっていない。生物多様性に脅威を与えるという点では、日本をＵＳＡに続く 2番目
の脅威国に挙げる人もいる。
人は物が満たされると外に関心が向かなくなるのではないか。物（便利さ）を減らしてでも心の輪を広げることで
自分も救われる部分がないだろうか。
見渡す限りのパームヤシは衝撃的。生物多様性どころの話ではない。
生物多様性は目に見える危機だが、その前に均一のもの、画一化、単一化したものを追及する心があるのではないか。
それが変わらないと生物多様性の保全はできない。
パーム油の洗剤がなぜ環境にやさしいとして売られているのだろう？
松本市にとってはやさしいかも。分解が早いので下水に対する負荷は少ない。
合板もパームヤシも日常にあふれているので買わないことは難しいし、代替品も無いのでは？
大豆油や菜種油、日本にも森林はある。代替品が無いわけではない。何十年か前は使っていなかったのだから。
不買運動で問題が解決するのか？現地ではそれで生活を支えている人たちもいるのでは？
買わないでとは言わない。ただ現地に思いをはせてほしい。そのことでフェアトレードといった考え等に行きつくのでは
ないか。パーム油だって木材だってもともと安いわけではない。物本来の価値に目を向けないと現地の人も浮かばれない。


